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６月２２日（金）知識はあっても…… 

先般、あるお店で、金庫の扉がガス溶接機で焼ききられ

て、中から金を盗まれた、という事件がありました。ガス

溶接の知識を利用して扉を溶かしたわけです。そういう泥

棒がいるのです。 

 知識はいくら持っていても、人間の心、すなわち良心が

養われなければ、そういう悪い方面に心が働き、知識はか

えって仇をなす、というような感じがします。 

今日、新しい知識がなければ生活にこと欠くというくら

い知識は大事なものです。それだけに、知識にふさわしい

人間、人心というものを育てることが非常に必要なことで

はないかと思うのです。 

 

６月２３日（土）中小企業の強味 

世間ではとかく中小企業は弱いと言います。しかし私は、

中小企業ほど人がその能力を十分発揮しつつ働きやすい

ところはないと思うのです。従業員が二十人とか五十人と

いうことであれば、お互いの気心や動きがよくわかって、

打てば響くすばやい活動ができやすいのです。 

つまり、かりに大企業では個々の人の力を七十％ぐらい

しか生かすことができなくても、中小企業は百％、やり方

によっては百二十％も生かすことができるわけです。 

そういうところに、中小企業の一つの大きな強味がある

ように思います。その強味を積極的に生かしていくことが、

きわめて大切ではないでしょうか。 

 

６月２４日（日）歴史の見方 

私は最近、お互いの歴史に対する態度の中に、何か人間

の醜さとかそういったウラの面を強調しすぎている面が

あるのではないか、ということが気になっている。 

今日の姿をつくっているのは歴史である。そして今後の

歴史というものは、われわれが、祖先が営々と努力を積み

重ね前進してきた姿なり、子孫に残した遺産なりをどのよ

うに受け取り、生かすかによって変わってくるのである。

そういう意味から、歴史の長所短所そのままを認識し、い

い面はどんどん伸ばしていかなくてはならない。興味本位

にこれを扱うことなく、もっと美しい面も同時に見るよう

にしたいと思うのである。 

 

６月２５日（月）報告する 

何かを命じられて使いに行き、帰ったら、「あれはこう

でした」と、必ず報告しているでしょうか。 

何か問題が起こったという場合はもちろん、何事もなか

ったときでも、何もなかったのだからそれでいい、と考え

るのではなく、まず報告する。また、それがいい結果であ

ったら、それはそれで報告する。そうすると、報告を受け

た方も「それは結構やったな」と非常に愉快になるし、安

心もします。 

打てば響くというか、以心伝心というか、肝胆相照らす

仲であれば、命じた人の気持を察して必ず報告するもので

す。そのちょっとした心がけから信頼感も生まれてくると

思います。 

 

６月２６日（火）冷静な態度 

 人間というものは誰しも、困難に直面すると恐れたり、

動揺したりするものである。指導者とても人間だから、と

きに不安を感じ、思案に余るのは当然であろう。しかし、

内心で感じても、それを軽々に態度に出してはいけない。

指導者の態度に人は敏感なものである。それはすぐ全員に

伝わり、全体の士気を低下させることになってしまう。 

 だから、指導者たるものは日ごろから事に当たって冷静

さを失わないようにみずから心を鍛えなければならない。

そして、どんな難局に直面した場合でも、落ち着いた態度

でそれに対処するよう心がけることがきわめて大切だと

思うのである。 

 

６月２７日（水）策を弄する 

世の中には、事をなすに当たって、いろいろ策を弄する

人があるようです。「弱肉強食は世の習い」とかで、ボヤ

ボヤしていたのでは激烈な生存競争に敗北してしまうと

いうことから、何としても人より一歩でも先んじたいとい

う気持が嵩じて「策を弄す」ことになるのかもしれません。

しかし、こうした小細工は自然の理に背く場合が多く、結

局成功することも少ないのではないかと思います。 

「策を弄する」とは、私は智恵才覚をもてあそぶことだ

と思います。智恵才覚は人間に与えられた偉大な特質です

が、これはあくまでも正しい目的のためのみに使われるべ

きもので、よこしまな策謀に使ってはならないと思うので

す。 

 

６月２８日（木）身も心も、そして財産も 

人間、将来のことはわからないけれども、少なくともい

ま現在のあなたは、入社した動機はどうあるにせよ、一応

生涯をこの会社に託そうと決心して、身も心も会社に打ち

込んでいると思う。 

そこで、さらに一歩進んで自分の財産までも打ち込めな

いものかどうか。たとえば極端に言うと、全財産をはたい

てあなたの会社の株にかえるような、心がまえとしては会

社と心中するくらいの気持であってほしいと思うのであ

る。そういう心がまえであれば、必ずや仕事の成果という

ものは非常に上がるであろうし、またそういう姿は、会社

からも周囲からも高く評価されると思うのである。 

 


